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【今月のピックアップ！】 

①  「神戸２０２４世界パラ陸上競技選手権大会」が開催されました 

②  「兵庫ゆずりあい駐車場」にご協力ください。                            

６月１日から妊産婦（多胎児）の方の利用期間を延長します！  

【手話カフェ】 

③  情報保障ってなに？ 

【イベント】 

④  「ユニバーサルな見てみよう・やってみようプロジェクト」 

⑤  障害者の映画鑑賞への情報配慮に関する研修会の開催 

⑥  （ﾌﾟﾗｽぬくもり）第 24回県庁マルシェを開催します！ 

 【お知らせ・募集】 

⑦  「兵庫県障害者アートギャラリー」の催し    

⑧  「光都強度行動障害対応モデル地区」を創設します  

⑨  ピッコロ劇団「あしあとのおと、ものがたり」のご案内 

（音声ガイド付き演劇公演） 

⑩  ひょうごふるさと寄附金を募集しています                        

「障害者（児）スポーツ等応援プロジェクト」「小児筋電義手」 

⑪  障害者スポーツ出前講座のご案内                      

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

① 「神戸２０２４世界パラ陸上競技選手権大会」が開催されました 



━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

５月１７日から２５日まで、９日間にわたり神戸市のユニバー記念

競技場で「神戸２０２４世界パラ陸上競技選手権大会」が開催され

ました。 

会場では、世界最高峰のパラアスリートが躍動する姿に、招待さ

れた子どもたちの大歓声が競技場に響き渡るなど、多くの県民に

とってかけがえのない経験になりました。 

今大会は、世界１０４の国と地域から、およそ２，０００人の選手や

チームスタッフが参加(日本代表選手：全 66 名)し、兵庫県ゆかり

の選手も世界を相手にベストを尽くすなど、世界中に多くの感動を

もたらしました。 

【兵庫県ゆかりの選手メダル獲得状況】 

○新保 大和（西宮市出身）   ：円盤投げ（男子）銅メダル 

○中西 麻耶「R３兵庫県スポーツ優秀選手賞」 ：走り幅跳び（女子）銅メダル 

○前川 楓（県内企業所属）   ：100m（女子）銅メダル 

：走り幅跳び（女子）銅メダル 

◇日本代表全体：金０，銀９，銅 12 合計 21  

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

② 「兵庫ゆずりあい駐車場」にご協力ください 

６月１日から妊産婦（多胎児）の方の利用期間を延長します！ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

障害者のための国際シンボルマーク（車いすマーク）が標示され

ている「障害者等のための駐車スペース」は、バリアフリー新法や福

祉のまちづくり条例により整備されています。 

利用対象者は、車いす使用者に限ったものではなく、身体の機

能上の制限を受ける方です。具体的には、障害者、難病患者、高齢

者、妊産婦、傷病人など歩行が困難な方が想定されています。 

この駐車スペースについて、①健常者が駐車してしまい、本来、

必要とする人が利用できないことがある、②車いすマークが標示

されているため、車いす使用者ではない歩行困難な方などが利用

しづらい、などの状況が見受けられます。 

県では、こうした状況に対応するため、平成２４年から「兵庫ゆず

りあい駐車場制度」を実施しています。障害のある方などで歩行が

困難な方に対して、共通の利用証を交付し、公共施設や商業施設



等の協力により登録された「兵庫ゆずりあい駐車場※」の適正利用

を働きかける制度です。 

※県内に約 5,000区画確保 

①障害者等のための駐車スペース：幅が広い（３５０㎝以上）区画 

②プラスワン駐車場：幅は広くなくても（２５０㎝以上３５０㎝未

満）出入口近くに設置された区画 

 

６月１日からは妊産婦の方の有効期限を延長します。これまでは

出産後 1年間でしたが、多胎児を育てるご家庭の声を踏まえて、多

胎児出産の場合は出産後３年間に延長します。既に利用証をお持

ちの方で、３歳未満の多胎児がいる場合は有効期限の延長が出来

ます。延長の手続きは有効期限の前月から可能です。 

制度の基本となるのは、一人ひとりのゆずりあいの心です。必要

な方が利用できるようご理解とご協力をお願いします。 

 

【手話カフェ】 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

③ 情報保障ってなに？ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

情報保障とは、その場にいる人全員が、同時に同等の情報を得

られる状況を作ることを言います。同等の情報が得られない人が

いる場合、何らかの方法で補って情報が届くようにすることです。 

 

手話通訳者は、要約筆記者と併せて「情報保障者」と呼ばれてい

ます。その場に耳が聞こえない・聞こえにくい人がいる時に情報保

障する役割を担っています。 

こう書くと、手話通訳や要約筆記は耳が聞こえない・聞こえにく

い人のためだけにあるように受け取られがちですが、本当はそう

ではなく、音声でしか伝えられない人の「伝えたいこと」を伝え、耳

が聞こえない人からの発言を届ける役割も担っています。 

 

例えば、国際会議などに参加する人は、会議での共通言語に堪

能ではない場合、自国語の通訳を通して話したり、意見を言ったり

するでしょう。耳が聞こえていても、そのような場では「言語的少数

者」になり、通訳が必要となります。 



同様に、手話関係者のイベントに参加したら、みんなが手話で話

していて、自分だけ話に入れない・・・ということも起こります。そん

な時、私たちは耳が聞こえる手話のわからない人に情報保障を行

います。そのことによって、対等にその場の会話に参加したり、自

分の意見を伝えたりすることができるようになります。 

手話通訳・要約筆記は耳が聞こえる音声言語話者に対しても支

援しているのです。 

 

  障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進法の

施行（令和 4 年 5 月 25 日）からちょうど二年経ちました。この法

律の第 4 条３には、「障害者による情報の取得及び利用並びに意

思疎通に係る施策が障害者でない者による情報の十分な取得及

び利用並びに円滑な意思疎通にも資するものであることを認識し

つつ、当該施策を策定し、及び実施するものとする」という文言が

あります。 

情報保障を「福祉の一手段」ととらえるのではなく、すべての人

が同等に情報を得て、対等に社会参加するための社会的な整備と

とらえる時が来ているように感じます。 

  

 これから、耳が聞こえにくい高齢者の数が増えるいわれています。

耳が聞こえにくくなってくると、周囲の人とのコミュニケーションが

徐々に難しくなり、そのまま社会とのつながりも減っていくことが

課題として指摘されています。 

  

聞こえにくくて不便を感じていても「要約筆記」という情報保障

があることやその内容を知らない方はたくさんおられます。知らな

ければ、自分には関係ないこととして利用には結び付きません。 

耳が聞こえなくても、必要とする情報を知り、周囲の人とのつな

がりを続けるために、情報保障のサービスについてお近くの耳が

聞こえにくい方にお知らせいただければと思います。 

  

兵庫県要約筆記普及リーフレット 

「要約筆記のこと もっと 知ってください 

～ 音や声が聞こえにくい方とのコミュニケーション ～」 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/universal/youyak

uleaflet.html 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/universal/youyakuleaflet.html
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/universal/youyakuleaflet.html


 

兵庫県立聴覚障害者情報センター 

手話通訳、要約筆記の派遣等について 

https://hyogocenter.jp/center/yoyakuhaken/ 

 

【イベント】 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

④  「ユニバーサルな見てみよう・やってみようプロジェクト」 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

兵庫県では、障害のある子どもたちが、イベント会場や映画館な

どの現地を訪れて、鑑賞・体験いただく「ユニバーサルな見てみよ

う・やってみようプロジェクト」に取り組んでいます。 

 

◇◇ パラスポーツ試合観覧・体験会 ◇◇ 

 

車いすを利用する子どもたちを対象に、トップレベルのパラ競技

の観覧・体験会を開催します。 

この機会に、ぜひ、パラアスリートたちの活躍を観覧・体験してみ

ませんか。 

 

■日時 ： ６月 15日（土）１3：００～１5:００（受付は 12：30から） 

■場所 ： 障害者スポーツ交流館(神戸市西区曙町 1070) 

■内容 ： 

第 1部（13:00～１4:00） 

今年 12月に開催される皇后杯に向けて最後の公式戦となる 

「第 30 回あじさい杯争奪 女子車いすバスケットボール大会」 

（試合後半）をご覧いただきます。 

第 2部（14:15～１5:00） 

試合終了後、車いすバスケットボールの体験会及び国際大会

で活躍している選手たちへの質問会を実施します。 

 ※試合の進行状況により、時間が変更になる可能性があります。 

■定員 ： 車いすを使用しているお子様（小中学生）30名(先着順)  

       (ご家族等のご同伴可) 

■料金 ： 無料 

■申込期間 ： 6月 10日（月）まで 

https://hyogocenter.jp/center/yoyakuhaken/


■申込方法 ： 

Ａ  専用申込フォームから申込み    

      https://forms.office.com/r/HUWmm77ZRH 

B   FAX申込み 

     兵庫県 HP に掲載の申込用紙に必要事項を記入して FAX

（078-362-9040）で申込み 

 

◇◇ ユニバーサルな映画鑑賞会 ◇◇ 

 

映画館を借り切って、知的・発達障害のある子どもたちを対象に、

映画鑑賞会を開催します。 

場内の明るさ・音量にも配慮するほか、見守りの看護師や研修を

受けたスタッフも配置しますので、映画館の大きなスクリーンで、

安心して映画をお楽しみください。 

 

■日程・会場 

① ７月９日（火） １６：００～１８:１５（１５：30開場） 

    109シネマズ HAT神戸 

② 7月１２日（金） １６：００～１８：１５（１５：３０開場） 

イオンシネマ三田ウッディタウン 

■上映作品 : 『映画 ドラえもん のび太の 地球交響楽』 

■定   員 ： 各 250名(先着順) 

■料   金 ： ひとり５００円（当日精算、3歳未満は無料） 

■申込期間 ： 6月 13日（木）まで 

■申込方法 : 

Ａ  専用申込フォームから申込み    

        https://forms.office.com/r/YQaJWgs3Z6 

B   FAX申込み 

      兵庫県HPに掲載の申込用紙に必要事項を記入してFAX

（078-362-9040）で申込み 

 

■お問い合わせ 

兵庫県福祉部ユニバーサル推進課 

〒650-8567 神戸市中央区下山手通 5丁目 10番 1号 

TEL ： 078(362)3237 （車いす女子バスケ） 

TEL ： ０７８（３６２）４０９０ （ユニバーサルな映画鑑賞会） 

https://forms.office.com/r/HUWmm77ZRH
https://forms.office.com/r/YQaJWgs3Z6


FAX共通 ： 078(362)9040  

Mail universal@pref.hyogo.lg.jp 

■兵庫県ホームページ 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/taiken.html 
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⑤ 障害者の映画鑑賞への情報配慮に関する研修会の開催  

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

７月開催の「ユニバーサルな映画鑑賞会」に合わせ、劇場関係者

やスタッフの方を対象に、障害の特性や映画鑑賞時における情報

配慮や、運営についての理解を深めていただける研修会を下記の

とおり開催します。 

実際に鑑賞会の運営体験をしていただくよい機会ですので、ぜ

ひご参加ください。 

 

1．座学研修 

◇日時：令和６年６月 26日（水） 13時 30分～16時 10分 

◇場所：兵庫県民会館 10階 福の間 

（神戸市中央区下山手通 4丁目 16-3） 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/hw20_0000000

09.html 

 

2．実地研修（原則、下記日程の１ヶ所以上にご参加ください）    

◇神戸会場：７月 ９日(火) 14:00～19:30（予定） 

109シネマズ HAT神戸 

◇三田会場：７月 12日(金) 14:00～19:30（予定）   

イオンシネマ三田 ウッディタウン 

※上映作品はいずれも映画「ドラえもん のび太の地球交響楽」 

（上映時間は 16：00～18：15） 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/documents/eig

achirashimoushikomisyo.pdf 

 

3．募集人数：30名程度 

 

4．その他：事前申込制となっております。専用申込フォームも

しくは FAXからお申込みください。6月 14日（金）〆切 

mailto:universal@pref.hyogo.lg.jp
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/taiken.html
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/hw20_000000009.html
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/hw20_000000009.html
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/documents/eigachirashimoushikomisyo.pdf
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/documents/eigachirashimoushikomisyo.pdf


https://www.e-hyogo.elg-

front.jp/hyogo/uketsuke/form.do?id=1716890507

939 

 

■お問い合わせ 

ひょうご障害者芸術文化活動支援センター 

（兵庫県ユニバーサル推進課内） 

TEL：078-362-4090／FAX：078-362-9040 

Mail universal@pref.hyogo.lg.jp 
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⑥ （ﾌﾟﾗｽぬくもり）第24回県庁マルシェを開催します！ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

6 月 13 日（木曜日） 11 時 30 分～13 時 30 分 県庁 1 号館中

庭にて「第 24 回+NUKUMORI（ぷらすぬくもり）県庁マルシェ」

を開催します。 

「ユニバーサルな石川応援プロジェクト」として、能登特製ブレンド

アイス珈琲や金沢たんとカレーパンの販売も実施します。 

 あわせて、兵庫県内の障害のある方が働く事業所で作られたお

弁当、パン、焼菓子、野菜、雑貨などの商品や福島県産品を県内

39 箇所の障害福祉サービス事業所及び+NUKUMORI セレクト

ショップが販売します。 

購入いただくことで、障害者の工賃向上に繋がりますので、皆様、

ぜひお誘いあわせの上、ご来場ください。実施日時、出店事業所な

ど、詳しくは下記の兵庫県ホームページをご覧ください。 

 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/press/20240613

.html 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

⑦ 「兵庫県障害者アートギャラリー」の催し 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

神戸市灘区の県立美術館王子分館「原田の森ギャラリー」内にあ 

る「兵庫県障害者アートギャラリー」では神戸光生園の「にちにち 

そうさく～日日 創作～」展を開催しています。 

使う画材や色合い、作風も様々で、好きなものを日々コツコツと 

https://www.e-hyogo.elg-front.jp/hyogo/uketsuke/form.do?id=1716890507939
https://www.e-hyogo.elg-front.jp/hyogo/uketsuke/form.do?id=1716890507939
https://www.e-hyogo.elg-front.jp/hyogo/uketsuke/form.do?id=1716890507939
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/press/20240613.html
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/press/20240613.html


創作している姿が目に浮かぶような作品ばかりです。 

神戸光生園の皆さんが自由に描いた創作の世界を、どうぞご鑑 

賞ください。 

 

◇「にちにち そうさく～日日 創作～」 

■日 時：開催中～６月２８日（金） １０：００～１８：００ 

※最終日は１２：００閉場 

※月曜日休館（祝日の場合は翌日） 

■場 所：兵庫県立美術館王子分館 原田の森ギャラリー本館１階 

（神戸市灘区原田通３-8-30） 

https://hyogo-

arts.or.jp/harada/exhibition/#2438 

 

■お問い合わせ 

ひょうご障害者芸術文化活動支援センター 

（兵庫県ユニバーサル推進課内） 

TEL：078-362-4090／FAX：078-362-9040 

Mail universal@pref.hyogo.lg.jp 
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⑧ 「光都強度行動障害対応モデル地区」を創設します  
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兵庫県では、西播磨総合リハビリテーションセンター隣接の県有

地に福祉事業者を誘致し、行政、教育機関、医療機関など関係機関

の集積を活かして強度行動障害に対応したサービスを提供する全

国初の地域支援体制モデルとして「光都強度行動障害対応モデル

地区」を創設します。 

 

■兵庫県ホームページ 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/universal/kouto.

html 

【お知らせ・募集】 
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⑨ ピッコロ劇団「あしあとのおと、ものがたり」のご案内 

（音声ガイド付き演劇公演） 

https://hyogo-arts.or.jp/harada/exhibition/#2438
https://hyogo-arts.or.jp/harada/exhibition/#2438
mailto:universal@pref.hyogo.lg.jp
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/universal/kouto.html
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/universal/kouto.html
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ピッコロ劇団では、視覚に障害のある方の鑑賞サポートとして

（音声ガイド）サービスをご用意しています。舞台上の風景や登場人

物の動き、表情などをプロの俳優が雰囲気たっぷりにガイドします。

ぜひ、お芝居のライブ感をお楽しみください。 

 

◇「あしあとのおと、ものがたり」 

■日 時：令和 6年 6月 8日（土）14:00／９日（日）14：00 

■上映時間：約 100分（予定）１３：３０より音声ガイド開始 

■会 場：ピッコロシアター 大ホール  

■料金：一般3,500円，大学・専門学校生2,500円，高校生以下

2,000円 

※団体・グループ割引あり 

※介助者１名まで無料 音声ガイド機器は無料（要事前申込） チケ

ット料金は当日精算 

■申込締切：6月 1日（土） 

■内容 

山本正典（コトリ会議）が、柳田國男の「遠野物語」から着想し、ピッ

コロ劇団に書き下ろした〈現代版・とおのものがたり〉 

■公演詳細 

https://piccolo-theater.jp/event/18367/ 

 

■お問合せ・お申込み：ピッコロ劇団 「音声ガイド」係  

担当：古川・橋本・新倉 

〒661-0012 尼崎市南塚口町 3-17-8（9：00～21：00） 

月曜休館（祝日の場合は翌日） 

TEL：０６-６４２６-１９４０／FAX：06-6426-1943 

Email： theater@hyogo-arts.or.jp                
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⑩  ひょうごふるさと寄附金を募集しています 

「障害者（児）スポーツ等応援プロジェクト」「小児筋電義手」  
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兵庫県のふるさと納税「ふるさとひょうご寄附金」のうち、障害

者の社会参加を支援する２つのプロジェクトをご紹介します。 

 

https://piccolo-theater.jp/event/18367/
mailto:theater@hyogo-arts.or.jp


■障害者（児）スポーツ等応援プロジェクト 

自らの障害を乗り越え、スポーツに打ち込む、輝く障害者アスリ

ートに、障害者スポーツ用具の購入支援等を行います。 

また、施設で集団生活を送る障害児に、発達や情緒の形成に寄

与するスポーツ競技用具や積み木などの知育玩具・遊具の購入費、

動物園や遊園地などでのレクリエーション活動経費を助成すること

で、子どもたちに“新たな経験”を届けるための支援を行います。 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/zeitemplate.ht

ml 

 

■小児筋電義手バンクへの応援プロジェクト 

筋電義手（きんでんぎしゅ）とは、筋肉が収縮するときに生じる

微量の筋電位を利用して、本人の意思で指を動かせる電動の義手

です。筋電義手は、お茶碗を持ってお箸で食べる、紙を持ってハサ

ミで切るなどの両手での動作を可能にし、体のバランスを整える

など、こどもの成長過程で様々な利点があります。 

皆さまからの寄附により、事故や病気などによって手を失ってし

まったこども達へ訓練用筋電義手の確保・貸出等を行います。 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/bank.html 

 

■兵庫県のふるさと納税「ふるさとひょうご寄附金」全般につい

てはこちら 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/ac02/kihu01.html 
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⑪  障害者スポーツ出前講座のご案内 
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兵庫県では、障害者スポーツへの理解向上・すそ野拡大のため、 

出前講座を随時実施しています。 

学校や企業、地域のスポーツクラブなどから申込を受け、車いす

バスケットボールやボッチャなどのパラスポーツ体験や、障害者ア

スリートによる実演などを現地にて行いますので、お気軽にお問い

合わせください。 

 

■お問い合わせ 

公益財団法人兵庫県障害者スポーツ協会 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/zeitemplate.html
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/zeitemplate.html
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/bank.html
https://web.pref.hyogo.lg.jp/ac02/kihu01.html


TEL：078-362-3237／FAX：078-362-9040 
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【編集・発行】 

イベント情報や、メルマガの配信希望・中止等のご連絡は以下まで 

兵庫県福祉部ユニバーサル推進課 

〒650-8567 神戸市中央区下山手通 5丁目 10番 1号 

TEL：078(362)4379 FAX：078(362)9040 

Mail universal@pref.hyogo.lg.jp 

mailto:universal@pref.hyogo.lg.jp

